私から始まるみるくゆがふ

                  與那 京子 
「ドッカーン！」 
すさまじい衝撃で私は目を覚ましました。  

私の車は対向車線を越え、ガードレールにぶつかって止まっていました。今から35年前、那覇から名護の実家へ向かう国道58号線での事故でした。 

幸いにも助手席に座っていた三歳の息子は無傷で、私は頭を三針縫う程度のけがで済みました。前日、実家の母から父の病状が悪化しているとの連絡を受け、私は急いで実家へ向かっていました。 

もし対向車と正面衝突していたらどうなっていたでしょうか。家族の人生は大きく変わり、多くの悲しみを与えていたかもしれません。

 この事故を通して、私は「なぜ自分は生かされたのだろうか」と真剣に考えるようになりました。 


考えてみれば、父も母も祖父母も、その先の先祖たちも、人生の本当の意味を知らないまま旅立っていったのかもしれません。私は人生について学ぶ中で、人はどこから来て、何のために生き、どこへ向かうのかという問いに向き合うようになりました。

 聖書は「初めに神は天地を創造された」という言葉から始まります。宇宙や生命は偶然に存在するようになったのではなく、大きな愛の目的の中で生まれたことを知り、人生を見る目が少しずつ変わっていきました。


 私が人生について学び始めた頃、本土から来られた講師の先生が「沖縄にもメシヤ思想がありますね。誰か本にするといいですね」と話されました。

 その言葉が心に残り、私は首里の赤田ミルクウンケー祭りを訪ねました。そして資料を調べる中で、沖縄に古くから伝わるミルク様信仰について知るようになりました。 

歴史書によると、数百年前、朝鮮で学んだ僧侶が弥勒信仰とともにミルク様のお面や大きな団扇を琉球へ持ち帰ったと伝えられています。当時、琉球では疫病が流行し、多くの人々が亡くなりました。しかし、人々は救いを求め、希望を持ち続けました。 

その後、首里赤田町ではミルク様をお迎えする祭りが行われるようになり、現在まで受け継がれています。また八重山の白保でも、代々ミルク様の面や衣装、団扇を大切に守りながら祭りが続けられています。

 沖縄のわらべ歌や民謡には「みるくゆがふ」という言葉がよく歌われています。「ゆがふ」とは豊かさや幸福を意味し、人々が平和で幸せに暮らす世界への願いが込められています。 

私は、ミルク様が人々を一つの家族として結び、愛と平和の世界へ導く理想の親の姿を表しているように感じました。 


人生について学び続ける中で、私は神様がどれほど人類を愛しておられるのかを知るようになりました。そして、その愛を知れば知るほど、生きることの尊さや人間として生まれた喜びを実感するようになりました。

 しかし、これまで身につけてきた考え方や生活習慣を変えることは決して容易ではありませんでした。家族や周囲の人々に大切な価値を伝えたいと願いながらも、思うように心が通じず、多くの挫折を経験しました。 

それでも私は前に進みたいと思います。神様の願われる愛と平和の世界の実現に少しでも貢献したいという思いが年々強くなっているからです。 


今年、沖縄では若い世代を中心として「沖縄大叙事詩」の動画が制作されました。私はその中で流れるわらべ歌を聞きながら、先祖の方々が一日も早く平和で幸せな世界が訪れることを願い続けてきたことを感じました。

 そして今、私たちはその願いを実現することのできる時代を迎えています。そのことを思うたびに胸が熱くなります。 


私は五人の子どもと十二人の孫に恵まれました。

 五歳の孫は「おじいちゃんによく似ているね」とよく言われます。いつも笑顔いっぱいで、「一緒に遊ぼう」とせがむ孫を見ていると、夫も幼い頃はこんなにも愛らしく、多くの人に愛されながら育ったのだろうと、いとおしく感じます。 

その孫の笑顔を見ながら、神様もまた私たち一人ひとりをこのように愛しておられるのではないかと思うのです。

 私は孫たちの姿を通して、あらためて人は愛されるために生まれてきた存在であることを感じています。 

沖縄の先祖たちが願い続けてきた「みるくゆがふ」は、遠い未来の話ではなく、私たち一人ひとりの家庭や地域から始まるものだと思います。

 これからも私は、家庭から、そして地域から、「みるくゆがふ」の心を広げ、愛と平和に満ちた社会づくりに貢献していきたいと思います。
